
Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ 計

２０２５ ２０２６ ２０２７ ２０２８ ２０２９

（１）  ①  資料審査会開催回数  展示・資料課  回数  6  6  6  6  6  30  ・各年度隔月開催

（１）  ②
 収蔵資料の新規登録件数／データベース新規登録
数

 展示・資料課  件数 400 400 400 400 400 2,000 ・第２期新規登録平準年（R2～R4）の平均から設定

（１）  ③  資料のカビ・汚損等の発生件数  展示・資料課  件数 0 0 0 0 0 0 ・第3期を通じて発生させないことを目標とする

（２）  ①  ウェブサイト「収蔵資料検索ページ」新規公開数  ○  展示・資料課  件数 1,200 600 600 600 600 3,600 
 ・中期目標・計画 3,600件
（R7：1,200件、R8以降：600件）

（２）  ②  資料貸出件数  展示・資料課  件数 25 25 25 25 25 125  ・第2期平均値（２０件）から設定

（２）  ③  特別観覧件数  展示・資料課  件数 45 45 45 45 45 225  ・第2期平均値（４５件）から設定

（２）  ④  模写品等刊行物等使用承認件数  展示・資料課  件数 120 120 120 120 120 600  ・第2期平均値（６０件）から設定

（１）  ①  総合展示室利用者数  ○  展示・資料課  人 94,400 96,300 98,200 100,400 102,000 491,300 
 ・中期目標・計画 491,300人
・指定管理者要求水準に定める管理の目標値を基礎
・毎年度２％の上昇率

（１）  ②  総合展示室利用者数　うち外国人利用者数  ○  展示・資料課  人 5,740 5,840 5,940 6,040 6,140 29,700 
 ・中期目標・計画 29,700人
・指定管理者要求水準に定める管理の目標値を基礎
・毎年度100人追加

（１）  ③  クローズアップ展示回数  展示・資料課  回数 27 27 27 27 27 135  ・第２期平均値（２７回）から設定

（１）  ④  総合展示資料の入替件数  展示・資料課  件数 180 180 180 180 180 900  ・第２期平均値（１８０件）から設定

（１）  ⑤  総合展示室来館者参加型展示コーナー参加件数  展示・資料課  件数 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 10,000  ・第２期平均値（2,000件）から設定

（２）  ①  特別展示室利用者数  ○  展示・資料課  人 52,200 53,200 54,300 55,300 56,500 271,500 
 ・中期目標・計画 271,500人
・指定管理者要求水準に定める管理の目標値を基礎
・毎年度２％の上昇率

（２）  ②  企画展示開催数  展示・資料課  回数 4 4 4 4 4 20  ・年４回（特別展1回、企画テーマ展3回）開催を目標
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細目

（１）  ①  樺太記憶継承事業調査研究による研究課題数  研究交流課  件数 1 1 1 1 1 5 
 ・樺太記憶継承事業調査研究課題1件
・毎年度1課題につき1件の成果発表

（１）  ②
 道民・地域との協働・連携による
地域情報集積プロジェクトによる研究課題数

 研究交流課  件数 5 5 5 5 5 25 
 ・地域情報集積プロジェクト研究課題5件
・毎年度1課題につき1件の成果発表

（１）  ③
 北海道の自然・歴史・文化総合研究プロジェクト
による研究課題数

 研究交流課  件数 3 3 3 3 3 15 
 ・総合研究プロジェクト研究課題3件
・毎年度1課題につき1件の成果発表

（１）  ④
 北東アジアのなかの北海道研究プロジェクト
による研究課題数

 研究交流課  件数 2 2 2 2 2 10 
 ・北方文化共同研究事業研究課題2件
・毎年度1課題につき1件の成果発表

（１）  ⑤  外部資金による研究課題件数  研究交流課  件数 15 15 15 15 15 75  ・外部資金活用研究課題各年15件に設定

（２）  ①
 成果発表（学会誌投稿、学会発表、館内外での講
座等の総計）

○  研究交流課  件数 60 60 60 60 60 300  ・中期目標・計画　300件（学芸員数30名×年間2回）

（１）  ①  教育普及イベントの参加者数  ○  教育・広報課  人 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 20,000 
 ・中期目標・計画　20,000人（年間50週×週２回×平均40人×５
年）

（２）  ①  はっけん広場利用者数  ○  教育・広報課  人 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 50,000  ・中期目標・計画　50,000人（年間50週×週平均200人×５年）

（１）  ①  グループレクチャーの実施件数  教育・広報課  件数 120 120 120 120 120 600  ・第２期の最大値（R4：123件）から設定

（２）  ①  博物館実習の受け入れ人数  企画課  人数 20 20 20 20 20 100 ・第2期の最大受け入れ人数（R5年度の20名）から設定

（２）  ②  インターンシップ・職場体験の受け入れ人数  企画課  人数 10 10 10 10 10 50 
 ・学校現場における校外学習縮小傾向のR5・6年度の平均値（10
人）から設定

（２）  ③  見学実習の受け入れ人数  企画課  人数 75 75 75 75 75 375 ・第２期最大値（７４人）から設定
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評価指標

細目

（１）  ①  施設整備計画に基づく計画修繕実施件数  総務課  件数 1 1 1 1 1 5 
 ・施設整備計画に基づく年度ごとの計画修繕件数（各年１件）か
ら設定

（１）  ②  記念ホール等館内施設活用件数  総務課  件数 11 11 11 11 11 55  ・第２期の最大実績件数（11件）から設定

（１）  ③  屋上スカイビュー特別開放日数  総務課  日数 10 10 10 10 10 50  ・第２期の最多開放日数（10日）から設定

（２）  ①  開拓の村建造物の老朽度調査の実施件数  企画課  件数 1 1 1 1 1 5 
 ・第2期実績に準拠。棟数は建物規模により年度ごとに異なるた
め件数とする

（２）  ②  開拓の村建造物の内部展示改訂棟数  展示・資料課  棟 1 1 1 - - 3 ・文化観光拠点計画事業において、R7~R9まで年1棟の展示改訂

（２）  ③  開拓の村建造物の文化財指定・登録棟数  企画課  棟 選定 協議 協議 1 1 2  ・R10、11年度尾に指定・登録を目指す。

（３）  ①  関係機関との連絡会議・協議会開催回数  総務課  回数 14 14 14 14 14 70  ・第２期の最多開催回数（14回）から設定

-  ①  ウェブサイトのアクセス数  ○  教育・広報課  件数 450,000 460,000 470,000 480,000 480,000 2,340,000  ・中期目標・計画　2,340,000件

-  ②  X（旧ツイッター）投稿数  教育・広報課  件数 100 100 100 100 100 500  ・２件／50週の投稿

-  ③  報道機関向け説明会実施回数  教育・広報課  回数 4 4 4 4 4 20 ・特別展や企画テーマ展等の企画展の開催に合わせて実施

（１）  ①
 博物館（自己）点検評価の実施（年度・総合）回
数

 企画課  回数 ー 1 1 1 1 4  ・従前通り毎年１回の実施

（１）  ②
 博物館(自己）点検評価の評価（達成区分）「B以
上」事業数

 企画課  事業数 ー 13 13 13 13 13 
 ・13事業すべてにおいて、各年度及び総合評価でB以上の評価を
目指す

（１）  ③
 利用者満足度（「満足」「大変満足」の割合：
テーマ展）

 総務課  ％ 95 95 95 95 95 95 ・第2期の満足度平均（97.7％）から設定

（１）  ④
 利用者満足度（「満足」「大変満足」の割合：特
別展）

 総務課  ％ 95 95 95 95 95 95 ・第2期の満足度平均（95.1％）から設定

（１）  ⑤
 利用者満足度（「満足」「大変満足」の割合：総
合展示　※ 特別展開催期間中）

 総務課  ％ 95 95 95 95 95 95 ・第2期の満足度平均（97.4％）から設定

（１）  ⑥
 利用者満足度（「満足」「大変満足」の割合：ア
イヌ文化巡回展）

 総務課  ％ 95 95 95 95 95 95 ・第2期の満足度平均（98.8％）から設定

（１）  ⑦
 利用者満足度（「満足」「大変満足」の割合：指
定管理者による）

 総務課  ％ 95 95 95 95 95 95 ・第2期の満足度平均（92.8％）から設定
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連番 設定の考え方等（基準値／目標値の設定等） 単位
 計画
目標値

 担当課事業  評価項目
評価指標

細目

-  ①  道民参加の様々なあり方の検討  企画課  ー 検討 検討 意見交換 取組実施 取組実施 -  博物館事業への参加、サークル活動・学習、博物館事業への支援など様々な
道民参加のあり方を検討

-  ②
 道民・地域との協働・連携による
地域情報集積プロジェクトによる研究課題数【3再掲】

 研究交流課  件数 5 5 5 5 5 25 
 ・地域情報集積プロジェクト研究課題5件
・毎年度1課題につき1件の成果発表

-  ③  ちゃれんが古文書講座の参加人数  企画課  人数 125 125 125 125 125 625  ・第2期（～R5）の参加人数（127名）から設定

-  ④  図書室支援員活動日数  企画課  日数 55 55 55 55 55 275 ・第2期（～R5）の活動日数（55日）から設定

-  ⑤  道民参加型展示開設数  企画課  件数 4 4 4 4 4 20 ・第2期の展示開設数（年４件）から設定

-  ①
 全国博物館大会・全国博物館長会議・全国歴史民
俗系博物館協議会への出席回数

 企画課  回数 2 3 2 3 2 12  ・第2期の参加回数（隔年１回）から設定

-  ②
 北海道博物館大会（北海道博物館協会主催）開催
数

 企画課  回数 1 1 1 1 1 5  ・第2期の出席回数（各年１回）から設定

-  ③
 北海道博物館協会事務局として道内博物館の災害
対応防災連絡体制とマニュアルの構築

 企画課  ー 作成 随時見直し 随時見直し 随時見直し 随時見直し - 
 ・第3期早期に作成し、第3期のうちに随時見直して活用すること
を企図

-  ④  北海道博物館協会主催の研修会の実施数  企画課  回数 1 1 1 1 1 5 ・毎年１回の開催を企図

-  ⑤  かるちゃるnet共同イベント開催数
 企画・

連携協働課
 回数 1 1 1 1 1 5  ・第2期の出席回数（各年１回）から設定

-  ⑥
 CISEネットワーク等周辺地域ネットワーク会議や
イベントへの参加回数

 連携協働課  回数 4 3 4 3 4 18 
 ・第1期および第2期の実績を考慮し、2年に1回の参加のイベント
を想定し設定

-  ⑦
 北海道の自然・歴史・文化総合研究プロジェクト
による研究課題数【3再掲】

 研究交流課  件数 3 3 3 3 3 15 
 ・総合研究プロジェクト研究課題3件
・毎年度1課題につき1件の成果発表
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細目

-  ①  レファレンス件数  ○  展示・資料課  件数 240 240 240 240 240 1,200  ・中期目標・計画　1,200件

-  ②
 収蔵資料の新規登録件数／データベース新規登録
数【1再掲】

 展示・資料課  件数 400 400 400 400 400 2,000 ・第２期新規登録平準年（R2～R4）の平均から設定

-  ③  図書室利用者数  展示・資料課  人数 3,020 3,020 3,020 3,020 3,020 15,100  ・第２期の平均利用者数（3,023人）から設定

-  ④
 ウェブサイト「収蔵資料検索ページ」新規公開数
【1再掲】

 ○  展示・資料課  件数 1,200 600 600 600 600 3,600 ・中期目標・計画 3,600件 （R7：1,200件、R8以降：600件）

-  ①  職員の外部研修への参加人数  企画課  人数 15 15 15 15 15 75 
 ・第1期平均13.8人、第2期平均（～R5）10人であるため、
第1期及び第2期の派遣人数を基準に10％程度の増員を想定

ｰ  ②  定例研究報告会での発表人数  研究交流課  件数 18 18 18 18 18 90 
 ・定例研究報告会開催数10回のうち9回×2人が学芸職員の発表
・毎年度9回につき2件の成果発表

（１）  ①
 アイヌ民族文化研究センター所属職員による調査
研究・資料整理の成果発表件数

 アイヌ研  件数 7 7 7 7 7 35  ・センター所属各職員年1件（以上）に設定【再掲】

（１）  ②
 館内外におけるアイヌ文化に関する教育普及事業
実施件数

 アイヌ研  件数 10 10 10 10 10 50 
 ・所属職員定員7名×毎年各1件、博物館での外部講師による講座
1、巡回展1、巡回展での講座等1＝毎年10件　に設定

（１）  ③
 アイヌ文化に関する企画展示、クローズアップ展
示の実施及び総合展示における資料の入れ替え（更
新）件数

 アイヌ研  件数 12 12 12 12 12 60 
 ・クローズアッ展示毎年6件、総合展示資料の入れ替え毎年5～6
件（年平均5.5件）及び企画展示（特別展、企画テーマ展・蔵出し
展）を5年間で3回程度（年平均0.5件）合計毎年12件に設定

（２）  ①  アイヌ文化に関する未公開の資料の新規公開件数  ○  アイヌ研  件数 2 2 2 2 2 10  ・中期目標・計画　10件以上

（２）  ②
 アイヌ文化に関する伝承活動団体や自治体等に対
する、資料や情報の提供、事業協力等件数

 アイヌ研  件数 2 2 2 2 2 10 
 ・伝承者・伝承団体による学習・継承活動に対する資料調査への
協力や学習情報の提供、市町村が実施するアイヌ文化事業に対す
る助言や資料の貸し出し、情報提供等。年2件平均に設定
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